
「試験研究は今 698 号」 

マナマコ幼生への給餌開始時期について 

 

はじめに 

2003 年以降の単価の急騰を背景に、マナマコの種苗生産・放流による資源添加の試みが注目

を集めています。マナマコは産卵期に成熟した雌雄がそれぞれ水中に卵と精子を放出し、水中で

受精後翌日から浮遊生活を行い 2 週間ほど水中を漂った後、水底生活に移り、皆さんご存じのマ

ナマコの姿に変わります（写真 1）。この浮遊期間中の幼生は、ウニ類の餌としても有効な 5μ

ｍほどの小さな浮遊珪藻キートセラス グラ

シリスを食べて成長します。以前は、この餌

もそれぞれの種苗生産機関で自家培養してい

ましたが、ここ数年は概ね 1 億細胞/ｍｌ程度

に濃縮され販売されている濃縮キートセラス

を利用している機関が多くなっています。 

マナマコの幼生飼育では、幼生 1 個体あた

り毎日 1 万細胞のキートセラスが必要になり

ます。1 日 1 換水の割合で飼育水を換えなが

ら幼生を飼育する場合は、飼育水中の餌もロ

スしますので、餌の量も 1.5 倍(1.5 万細胞)

ほど多めに必要になります。マナマコの場合、

古くなった餌を与えると胃の萎縮を起こし(写

真 2)、成長が止まる(場合によっては斃死して

しまう)ので、自家培養した物でない餌料は、できる

だけ 1 週間程度の短期間に使い切ってしまうのが無

難です。また、市販の餌料は必要とする 5 日前までに

注文する必要があり(培養時間の関係があるため)、予

定通りの採卵ができなかった場合は、発注したものが

無駄になってしまいます。 

幼生が絶食に耐えられる期間を明らかにできれば、

十分な幼生数を確保できるまで餌の発注を遅らせた

り、早く生まれた幼生と遅く生まれた幼生を一緒に育

て、餌と給餌育成作業が削減できるはずです。 

 

無給餌期間の検討 

受精後 5 日目、7 日目、12 日目の幼生に給餌を開始して育成したときの結果を表 1 に示しま

した。マナマコの幼生は、ふ化の翌日には胃を形成し摂餌をはじめますが、受精後 12 日経過し

てから給餌を開始しても、特に問題はありませんでした。 



より長い期間の絶食の影響を調

べるために 8L 容器で同様に試験し

た結果を表 2 に示しました。受精し

てから 18 日目に給餌を開始しても

比較的生き残ることが分かりまし

た。また、幼生の飼育密度が異なる

ので、直接の比較はできませんが、

28 日目に給餌を開始した試験区で

も、生き残る個体が認められます（2

日目と 9 日目に給餌を開始した幼

生の飼育期間が延びてしまったの

は、収容する水槽の準備が遅れてし

まい、予定より長く育成したためで

す）。これらを波板に採苗してから

10 日に 1 回の割合で飼育水を全て

交換し、市販の海藻粉末(リビック)

を 10ｇ与えて飼育した結果を表 3

に示しました。2 日目、9 日目と

18 日目の幼生に給餌を開始したグループは 100L の水槽で 15 枚の波板（30cm×30cm）に

採苗しましたが、28 日目に幼生への給餌をはじめたグループは、個体数が少ないため１Ｌの腰

高シャーレでの育成結果です。18 日目に給餌を開始したグループの稚ナマコもきちんと成長し

ていました。また容器の形状が違うので、これらと直接比較できませんが、28 日目に給餌しは

じめたグループも稚ナマコに育っています（注：表 1～表 3 の試験で生残率が 100%を超える事

例は収容数と回収数の計数時の推定誤差によると考えられます）。 

 

まとめ 

 餌料を購入する場合、必要な幼生を確保してから注文すれば、コスト削減につながります。1

回の採卵(産卵誘発)で必要量の幼生が確保できなかった場合は、たとえ数は少なくてもまず確保

できた幼生を無給餌で生かしておいて、後日確保した幼生と一緒に育成した方が、幼生を育てる

水槽数や作業の集約化とともに、餌料の効率的な活用につながります。加えて、多くの親から集

めた子供を育てることは「多様性の維持」にも役立ちます。 

 一方、大量に種苗を作る設備を持たない機関の場合、幼生飼育で必要になる餌の量は少なくて

済みます。例えば 10 万個体を育成しようと思えば、

必要な濃縮キートセラスの量は先述の 1/10 の 15ml

で済むことになります。以前は、ガラスのフラスコを

用いて行っていたキートセラスの培養ですが、最近に

なりペットボトルでも培養できるようになっていま

す（写真 3）。蛍光灯の光と栄養塩と通気と種(株)が

揃えば、特に専門的な知識が無くても餌料を培養する

ことができます(詳細は誌面の都合上また別の機会に

紹介します)。近年のマナマコの種苗生産への関心の

高まりに答えるため、これからも様々な開発・改良を

目指します。 

 

（栽培水産試験場 栽培技術部 酒井勇一） 

幼生収容数

試験グループ* (万個体) 給餌期間 幼生数 変態期 生残率 変態期幼生
5日目給餌開始 20 8 15.7 4.83 78.5 30.8
7日目給餌開始 20 11 21.4 16.6 100** 77.6
12日目給餌開始 20 14 17.1 9.2 85.5 53.8
*：試験グループの給餌開始日は受精後日数を示す

**:収容した変態期幼生数よりも回収した個体数の方が多かったことを示す

表2　給餌開始時期と幼生の生残率(8L容器で育成)

試験グループ
* 給餌期間 幼生数 変態期 生残率 変態期幼生

2日目給餌開始 12,600 29 14,280 4,060 100** 28.4

9日目給餌開始 12,600 29 18,760 2,240 100** 11.9
18日目給餌開始 12,600 18 8,120 2,660 64.4 32.8

28日目給餌開始* 6,300 20 350 210 5.6 60.0

49日間無給餌* 6,300 0 0 0 0.0 0.0
*：28日目まで無給だったロットを2等分して片方に給餌を開始。

**:収容した変態期幼生数よりも回収した個体数の方が多かったことを示す

表3　稚ナマコの回収数と体長（100L容器で育成）
生残率 平均体長 最大 最小 日間成長率

試験グループ
* (%) (mm) (μm/日)

2日目給餌開始 4,060 5,000 100** 3.77 10.21 1.65 40.5

9日目給餌開始 2,240 5,400 100
** 3.25 6.03 1.31 34.9

18日目給餌開始 2,660 4,200 100** 3.87 7.97 0.87 43.5

28日目給餌開始* 210 194 92.4 2.7 5.26 1.24 35.5
*：１Lシャーレ内で育成

**:収容した変態期幼生数よりも回収した個体数の方が多かったことを示す

収容した変態
期幼生数

回収した
稚ナマコ
数

回収数(万個体) 比率(%)

回収数 比率(%)幼生収容
数


